


弱い地盤救助阻む 埼玉陥没1週間2次災害危険 
 埼玉県八潮市の県道交差点で道路が陥没しトラックが転落した事故
は、4日で発生から1週間となった。 
トラック運転手の70代男性の救助活動は水や砂に阻まれ難航しており、
一進一退の状況が続いている。 
  陥没が発生したのは1月28日午前。当初は長径約9㍍、短径約5㍍
の楕円形の穴だった。翌29日には消防がトラックの荷台部分をレーンで
引き上げたものの、運転席部分は穴の内部 

人手不足自治体苦悩下水道補修追いつかず 

 埼玉県八潮市で起きた陥没事故を受け、他の自治体も対応に苦慮し
ている。陥没を引き起こす劣化がないか各地で下水道設備の緊急点
検が進むが、管路の老朽化は今後急速に進行する見込みで、技術職
員の不足も大きな壁になっている。 各自治体は定期的に管を点検し、
交換や補修を進めているが、追いついていないのが実情だ。 

 技術系職員の不足も、各地で課題となっている。補修対象が増える
中、団塊世代の一斉返慨などで技術者が減少。下水道け関わる全国
の職員数は、2008年度の約3万3500人から、23年度2割減の約2万
6600人になった。 
 今回の緊急点検で、相模川地域の8市町約58㌔分が対象とわった神
奈川県は、下水の流れの目視確認などを急ピッチで進めている。 
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